
２０２４／０１／１２（金）事故防止資料 タイツウ運輸 代表取締役 植田伸一

脱落するタイヤは、左後軸が全体の90％強
タイヤ・ホイール・ハブボルトの点検を確実に行いましょう

《冬期間の事故防止》
○ 天候・道路状況に応じた運転 ⇒ スピードダウン
○ 視界不良時の車間距離の確保 ⇒ 事故を回避できる車間距離
○ 交差点における安全確認の徹底 ⇒ 歩行者、信号、標識

スピードダウンの徹底

～2時間走行、15分休憩～

《冬期間の労働災害防止》
○ 走るな、転ぶぞ、屋外作業、凍結路面は目に見えないぞ
○ 寒い外、心も体も、冷えている、あせると危ない、冬の外仕事

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

《作業中、足を滑らせ、『転倒』に注意しましょう》

午後４時半 横断歩道を渡っていた高齢女性
軽乗用車にはねられ死亡
見通しの良い、片側2車線の直線道路

◇見通しが良くても･･･◇
◇気のゆるみ 事故は一瞬 命はひとつ◇

◇ 「ぼーっと運転」、漫然運転は死亡事故リスクが高い ◇
◇ながら(スマホ）運転、ナビを見ながら運転、わき見運転、重大事故◇

２０２４／１／１（月） ９：１１
３１日午後４時半ごろ、愛媛県の国道で横断歩道を歩いて渡っていた女性（８７）が軽乗用車にはねられ、頭など

を強く打ち、心肺停止の状態で病院に搬送されましたが、その後死亡が確認されました。警察は軽乗用車を運転
していた会社員の男性容疑者（４１）を過失運転致傷の疑いで現行犯逮捕し、その後容疑を過失運転致死に切り替
えて調べを進めています。警察によりますと事故当時、車側の信号機は赤だった可能性が高いということです。
容疑者は調べに対し、「国道を横断していた歩行者にぶつかったことは間違いない」と容疑を認めています。現
場は、片側２車線の見通しの良い直線道路で警察は事故の詳しい原因を調べています。

午後５時半 横断歩道や信号のない場所
右から横断していた高齢男性が
乗用車にはねられ死亡

◇夜間 自分から見て「右から左」に横断する高齢歩行者に要注意 ◇
◇夜間 右からの横断歩行者は、『発見が遅れる』ので注意しましょう◇

２０２４／１／２（火） １２：４０
１日午後５時半ごろ、秋田県の国道で、会社員の男性（３５）が運転する乗用車が進行方向右側から横断してき

た男性（７３）をはねました。７３歳の男性は頭を強く打ち病院に意識がある状態で搬送されましたが、２日未明に
なって脳挫傷で搬送先の病院で死亡が確認されました。事故があった現場には横断歩道や信号はありません。

札幌 丁字路交差点
右折の軽乗用車と乗用車が出合い頭に衝突

軽乗用車が横転
女性が一時閉じ込められ救急搬送

◇交差点の右折は・・・十分に余裕を持って、直進車・歩行者に注意しましょう◇
◇交差点 直進時は・・・右折車が「来るかもしれない」・・・注意しましょう◇

２０２３／１２／３０（土） １７：１８
３０日午後１時半すぎ、札幌市南区真駒内本町の道道と市道が交わる丁字路交差点で、交差点を右折して道道に

入ろうとした軽乗用車が右から来た乗用車と衝突しました。軽乗用車は横転し、運転していた６０代の女性が一
時車内に閉じ込められ病院に運ばれましたが、命に別状はありません。事故が起きた交差点には、乗用車が走っ
ていた道道側に信号はついていましたが、軽乗用車側にはありませんでした。


